












































　　性別：男性 20 人、女性 14 人。
年齢層：40 代 2 人、50 代 0 人、60 代 14 人、70 代 15 人、80 代 3 人。
現住地：岡山市 31 人、倉敷市 2 人、玉野市 1 人。
出身地：岡山県 24 人（岡山市 15 人、倉敷市 3 人、その他 6 人）、東京都 4 人、広島県 3
人、その他 3 人。
最長居住地：岡山県 27 人（岡山市 23 人、倉敷市 3 人、その他 1 人）、東京都 3 人、その他 4 人。







は 2016 年 12 月に実施した。アンケートの配布・回答・回収は授業時間の一部を使っ
て行った。
　回答者は 87 人であった。回答者は全員女性で、ほとんどは 20 歳前後である。出身
地と最長居住地は次のとおりであった。
出身地：岡山県 63 人（岡山市 29 人、倉敷市 15 人、総社市 5 人、笠岡市 5 人、その他 9 人）、
広島県 5 人、香川県 4 人、兵庫県 2 人、その他 9 人、無回答 4 人。
最長居住地：岡山県 68 人（岡山市 33 人、倉敷市 17 人、総社市 5 人、笠岡市 4 人、その他
9 人）、香川県 6 人、広島県 4 人、兵庫県 3 人、その他 2 人、無回答 4 人。
　これによると、地理的背景については、岡山県（とりわけ岡山市、次いで倉敷市）












































　　　　1. さっき何ていったん？ 　4. さっき何ていったの？
　　　　2. さっき何てゆったん？ 　5. さっき何てゆったの？




　　　　1. 「もんげー」とはいわん 　4. 「もんげー」とはゆわない
　　　　2. 「もんげー」とはゆわん 　5. 「もんげー」とはいわねー































































































































は鬼ばかり」（TBS テレビ；現代ドラマ）がある。1990 年 10 月に第 1 回が放送され













表示はない。保存されているもので最も新しい番組は、2009 年 3 月放送の第 9 シリ





時間は合計 482 分（約 8 時間）である。
表 1　「渡る世間は鬼ばかり」の分析対象一覧
通し番号 番　組 放送日 時間
1 渡る世間は鬼ばかり 〔第 1 回〕 1990 年 10 月 11 日 47 分
2 渡る世間は鬼ばかり（第２シリーズ） 〔第 1 回〕 1993 年 4 月 15 日 47 分
3 渡る世間は鬼ばかり（第３シリーズ） 〔第 1 回〕 1996 年 4 月 4 日 96 分
4 渡る世間は鬼ばかり（第５シリーズ） 〔第 50 回・最終回〕 2001 年 9 月 27 日 97 分
5 渡る世間は鬼ばかり（第８シリーズ） 〔第 1 回〕 2006 年 4 月 6 日 101 分
6 渡る世間は鬼ばかり（第８シリーズ） 〔第 50 回・最終回〕 2007 年 3 月 29 日 96 分
7 渡る世間は鬼ばかり（第９シリーズ） 〔第 1 回〕 2008 年 4 月 3 日 94 分










































生まれ 性別 出演者氏名（登場人物名） 人数 合計人数
1920 年代
女性
















女性 長山藍子 41（野田弥生）／泉ピン子 47（小島五月）／沢田雅美 49（山下久子） 3
8
男性




女性 夏樹陽子 52（大井直子）／中田喜子 53（高橋文子）／東てる美 56（小島邦子） 3
6
男性



















男性 岩渕健 76（野田武志）／徳重聡 78（大原透） 2
1980 年代
女性








































い 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 





















い 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 





















い 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ゆ 151 90 61 21 26 38 17 21 15 13 0 0 









































い 25 18 7 5 4 7 2 6 0 1 0 0 








































（10.4%） 3 1 16 3 9 2 2 1 2 

























（9.3%） 2 0 11 2 6 1 2 1 2 
七三
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（15.4%） 1 1 5 1 3 1 0 0 0 


























































（40.0%） 1 1 5 1 2 2 2 1 1 











































（26.7%） 1 0 4 1 2 1 2 1 1 
七二
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（28.6%） 1 1 2 1 1 1 0 0 0 














が同程度に現われるが、1940 ～ 50 年代生まれ以降になると「ゆ」が優勢になる。活
用語尾が「っ」の場合よりも先行して、語幹「ゆ」が使われ始めた可能性が考えられる。

























（66.7%） 4 5 12 8 10 4 7 0 0 

























（61.9%） 2 3 5 7 7 3 5 0 0 七一
─ 13 ─

























（100.0%） 1 2 6 1 3 1 2 0 0 

























（-） 1 0 1 0 0 0 0 0 0 
　表 7-1 ～表 7-3 は、「われ」と「わな」と「わせ」に分けて集計したものである。
このうち「わせ」はデータ数がわずか 2 件であるため傾向が見出しにくいが、「われ」


























































（90.0%） 2 3 4 4 5 2 4 0 0 七〇
─ 14 ─











































（90.0%） 2 2 4 4 3 2 3 0 0 











































（100.0%） 1 2 3 1 3 1 2 0 0 











































（-） 1 0 1 0 0 0 0 0 0 
3.5. 「言う」の活用語尾が「え」の場合（可能動詞「言える」の場合）
　活用語尾が「え」となる表現もありうる。たとえば「早く言えよ」とか「はっきり








































（0.0%） 0 0 0 0 0 1 0 0 0 
　これを「使用者数」という観点から分析したのが表 10 である。注目される「ゆ」は、
14 人のうちの 1 人、女性 7 人のうち 1 人に見られた。































































10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代
赤木春恵（1924 年生まれ・女性） 
［小島キミ役］
い   5 10 
ゆ   0 3 
藤岡琢也（1930 年生まれ・男性） 
［岡倉大吉役］
い   9 5 
ゆ   0 0 
長山藍子（1941 年生まれ・女性） 
［野田弥生役］
い    2 3 7 
ゆ    0 0 1 
泉ピン子（1947 年生まれ・女性） 
［小島五月役］
い    3 5 1 
ゆ    3 6 3 
角野卓造（1948 年生まれ・男性） 
［小島勇役］
い   1 6 
ゆ   1 0 
中田喜子（1953 年生まれ・女性） 
［高橋文子役］
い   3 5 2 
ゆ   0 0 0 
藤田朋子（1965 年生まれ・女性） 
［遠山 / 本間長子役］
い  2 7 5 
ゆ  2 4 2 
吉村涼（1978 年生まれ・女性） 
［小島 / 田口愛役］
い 2 2 
ゆ 0 1 
えなりかずき（1984 年生まれ・男性） 
［小島眞役］
い 3 2 
ゆ 1 0 
＊全ての年代で「言った／言って」の出現回数が 2 回以上であることを条件とする。
　赤木春恵（1924 年生まれ・女性）は、60 代で「い」5 件、「ゆ」0 件であったものが、


















10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代
藤岡琢也（1930 年生まれ・男性） 
［岡倉大吉役］
い   1 2 
ゆ   2 1 
長山藍子（1941 年生まれ・女性） 
［野田弥生役］
い   3 0 　
ゆ   0 2 　
泉ピン子（1947 年生まれ・女性） 
［小島五月役］
い    　 4 0 
ゆ    　 4 3 
中田喜子（1953 年生まれ・女性） 
［高橋文子役］
い   2 1 　 　
ゆ   1 1 　 　
藤田朋子（1965 年生まれ・女性） 
［本間長子役］
い   3 0 　
























言う  → 言わ  → 言っ  → 言え  → 言い
［iu］ ［iwa］ ［it］ ［ie］ ［ii］
［ju:］      ［juwa］ ［jut］ ［jue］ ［jui］
六六
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　「ゆ」は母音が［u］であるが、語幹の「い」をウ段の「ゆ」にするためには、直後に［u］
ないしはそれに近い音が存在し、それによる逆行同化が必要となる。そうした“力”
を受けつつ、拍数は保持すべく語幹の［i］を半母音［j］にすれば［ju］が得られる。
そのため、語幹「言」の直後に［u］を持つ「言う」がまず「ゆ」となったのであろう。
この［u］に近い発音が半母音［w］であることから、続いて「言わ」が「ゆ」に変
化したものと考えられる。調音音声学上［u］から最も離れている母音は［i］である。
そのため「言い」は全く「ゆ」にならず「い」で安定しているものと考えられる。「言え」
も「い」でかなり安定しているのは、［e］の調音位置が［i］に近いためであろう。「言
っ」には逆行同化を生じさせる要因は特にないが、一方で「言い」や「言え」に見ら
れるような「ゆ」への変化を阻止する要因もないこと、また語幹を「ゆ」とするケー
スが徐々に増加することへの類推もおそらく働いたために、いまだ少数派ではあるも
のの、「ゆ」への変化が見られるものと考えられる。
　今回のデータにはたまたま見られなかったが、活用語尾にはこの他、「だれが何と
言おうとも」のような「お」もある。母音は［o］であるが、調音位置が［u］に近
いことから、もしデータとして存在した場合は、おそらく「言わ」と「言っ」の中間
付近に位置づけられるものと考えられる。
5. 関連する研究による知見との関係および今後の課題
　動詞「言う」の語幹「言」を「ゆ」と発音する現象については、早くはヤマサキセ
イコ （ー1984）の指摘がある。おそらく日常的な観察をもとづくものと推測されるが、
「「言って」を「ユッテ」と発音する人がふえている、というよりは、正しく「イッテ」
と発音する人にはメッタにあわないのが今のアリサマだ」と指摘する。さらに「「言
わない」を「ユワナイ」と発音することも、「ユッテ」とほとんど同じくらいひろま
っている」とする。今から 30 年以上前に、「ゆっ（て）」や「ゆわ（ない）」の方がむ
しろ優勢であるとする指摘は注目される。もしそれが事実であるならば、テレビドラ
マでは、実際の日常会話よりも「い」が保持されていることになる。
　「ゆ」が普及する理由については、終止形の発音（すなわち「言う」の「ゆう」）か
らの類推によるものであるとする。確かにそれもあろうが、先に示したような音声学
的な理由も考えられる。むしろ、まずそれが先にあり、その後類推が働いたと考える
のがより妥当であるように思われる。
　日本語の新しい表現を網羅的に示した井上史雄・鑓水兼貴（2002）には「ユッタ」
が立項されている。今から 30 年ほど前に実施された全国調査にもとづきさまざまな
新しい表現の分布を示した井上史雄・荻野綱男（1984）のうち「ユッタ」の言語地図
を根拠として、分布域を「主に東日本」とする。また、普及の理由については「終止
形「いふ」が「ゆう」と発音されるので語幹をそろえる変化が起きた」とする。言葉
の一部に変化が生じたことにより整った体系がくずれたことから、別の形でその体系
を再度整えようという力が働いたという考えであろう。さらに「ユワナイ、ユイナガラ、
ユエバ、ユエにも及ぶ方言がある」とする。逆に言えば、共通語において「ユ」は「ユ
ッタ」にとどまっているということを暗示しているようであるが、テレビドラマのセ
六五
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リフの分析によれば、「ユワナイ」は「ユッタ」以上に「ゆ」への変化が進んでいる。
なお、「ユイ」についての言及が特にない点は、「ユイマス」とか「ユイマシタ」など
は当時もなかったということであろう。
　今回の調査では、「言う」の語幹「言」の「い」から「ゆ」への変化をとらえる最
初の試みとして、岡山市でのアンケート調査とテレビドラマのセリフの分析を行った。
ただしアンケートは「意識」という観点からの調査であったし、テレビドラマのセリ
フも、「ゆ」か「い」かはおそらくそれほど意識して発話されていないと推測される
ものの、それでも「セリフ」という制約があった。今後は、実際の会話を多数収集し
それを分析することで、文字どおり実際の使用に迫っていく必要がある。その一方で、
今回の調査はいずれも比較的小規模なものにとどまったことから、今後はさらに大規
模な調査へと展開し、より安定した形で実態を把握するとともに、話し手の属性等か
らの分析により「い」から「ゆ」への変化をより詳細にとらえることも必要である。
さらに、テレビドラマのセリフの調査によれば、活用語尾が「う」である「言う」の
語幹は「ゆ」で安定していたが、非常に丁寧に話す場面では、現在でも「い」が現わ
れるのではないかとも思われる。会話の「場面性」という視点も取り入れた展開が望
まれる。
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